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第Ⅰ章　経　　　過
1 調査に至る経緯
平成11年、国史跡佐渡国分寺跡の南を走る県道阿仏坊新町線の拡幅工事に伴う調査で、拳～人頭大の
礫を敷き並べた幅約1m程の石敷遺構が検出された［堅木2002a］。翌12年度の調査では、南大門へ向
けて折れ曲がり、一部は階段状を呈することが明らかとなった。国分寺へ続く参道の可能性も考えられた
為、平成13年度に史跡内の調査が行われたが、石敷遺構は史跡内へは続かず遺構の性格や時期等につい
ては明らかにし得なかった［堅木2002b］。しかし、一連の調査により地元では国分寺への関心が高まり、
平成14年5月に行われた現地説明会には多くの見学者が訪れた。これを受け、真野町教育委員会（以下、
町教委）では、指定範囲の拡大や伽藍復原等を含む佐渡国分寺跡の再整備を計画した。
平成14年2月、町教委は整備計画について文化庁及び新潟県教育委員会（以下県教委）と協議を行った。
協議では、（1）追加指定の要否を判断するため指定地周辺の調査を行うこと、（2）開発事業に伴う調査
が多いため、担当者を増員し調査体制を整備すること、（3）外部有識者による調査成果の検討を行い調
査の客観性を確保すること、の3点について指導を受けた。
文化庁の指導を受けて、町教委では平成14年度に担当者1名を採用して調査体制の整備を図ると共に、
瓦の散布状況を把握するため金堂北側の分布調査を実施した。また、9月には奈良文化財研究所小池伸彦
氏より調査地点の選定や調査方法等について指導を受けた。
寺の範囲把握のための発掘調査は、平成15年度より開始した。各年次毎の調査区は図版1に示すとお
りである。15年度は東域4箇所、16年度は北域4箇所、東域4箇所の試掘坑を設定し、寺域区画施設の
把握を試みた。なお、調査期間中に外部有識者による調査検討委員会を開催し、検出遺構の評価や調査方
法等について指導を受けた。
平成17年度は、昨年の調査で遺構、遺物が出土した地点を中心に調査を実施することとした。
2 調 査 経 過
平成17年5月11日より金堂北側の調査を開始した。昨年度検出された配石遺構（SX02・SX03・
SX04）の広がりを把握するため、16年度1Tの東に試掘坑を5箇所設定した。6月20日より区画施設の
有無を確認するため、昨年度の調査で瓦が多く出土した追加3T付近に東西方向の試掘坑を4箇所設定し
た。9月8日より、7Tで検出された南北方向の溝（SD01）の範囲を確認するため、7Tに直交する試掘坑
を12箇所設定した。なお、調査期間中に外部有識者による調査検討委員会を2回（7月6日及び10月13・
14日）開催した。10月5日には清野孝之氏（文化庁記念物課）が来跡し、検出遺構の評価や調査方法等に
ついて指導を受けた。
1
3 整 理 経 過
基礎整理の一部は、平成17年度の冬期に行った。報告書作成に係る本格的な整理作業は、平成18・
19年度に佐渡市埋蔵文化財整理室（旧新潟地方法務局真野出張所）で実施した。
平成18年度は、5月中旬より作業を開始した。基礎整理未了のものが多かったため、水洗、注記、接
合等に一定の時間を要した。併せて遺物の実測、現場図面、写真の整理を行った。
平成19年度は5月より作業を開始した。昨年度に引き続き、遺物の実測、遺構、遺物図版作成、遺物
写真撮影、原稿執筆等を行った。遺構、遺物図のトレース及び各種図版作成・編集は株式会社セビアスに
委託した。なお、整理作業を進める中で、過去の調査・整備にかかる資料についても検討した。その中に
は史跡整備前の地形図や写真、一括性の高い軒瓦など遺跡を理解する上で重要と考えられるものがあった
ため、これらの一部を掲載した。
3 整 理 経 過
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調査検討委員会（平成17年7月6日） 文化庁清野調査官調査指導（平成17年10月5日）
石敷遺構（平成11・13年調査写真を合成） 現地説明会（平成14年5月19日）
4 体　　　制
［発掘調査］ 平成17年度
佐渡国分寺跡調査検討委員会
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調 査 期 間 平成17年5月11日～平成17年10月31日
調 査 主 体 佐渡市教育委員会（教育長　石瀬佳弘）
事　務　局
木下　　勉（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室長）
北見　継仁（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室文化行政係長）
松田　　一（真野事務所事務局長）
足立　俊裕（真野事務所事務局長補佐）
調 査 担 当 堅木　宜弘（生涯学習課・佐渡伝統文化研究所準備室主事）
調　査　員 若林　篤男（生涯学習課・佐渡金銀山室主事）
委　　　員
黒崎　　直（富山大学人文学部国際文化学科教授）
小池　伸彦（奈良文化財研究所平城宮跡発掘調査部考古第一室長）
有吉　重蔵（国分寺市教育委員会庶務課長）
山本　　仁（佐渡博物館長）
山本　修巳（新潟県文化財保護指導委員）
指導助言者
清野　孝之（文化庁記念物課文化財調査官）
春日　真実（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）
整 理 期 間
平成18年5月15日～平成19年3月30日
平成19年5月7日～平成20年3月28日
整 理 主 体
佐渡市教育委員会（教育長　石瀬佳弘）※平成18年5月7日まで
（ 〃　　渡邊剛忠）※平成18年5月8日から
事　務　局
文化振興課　　　　　　　※平成18年度
世界遺産・文化振興課　　※平成19年度
石塚　秀夫（課長）
野尻　民輔（課長補佐） ※平成18年度
高藤一郎平（課長補佐） ※平成19年度
野口　敏樹（埋蔵文化財係長）
世田　和彦（文化行政係長）
整 理 担 当 川村　　尚（主事）
